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興
陽
高
復
旧
へ
の
祈
り
添
え
計
腿
昌
豹

興
隠
高
校
は
1
8
日
、
生
・
約
3
0
入
が
「
が
ん
ば
れ
喇
・
て
ば

1
‐
と
話
し
た
。

　
　
　
【
石
川
勝
義
】

食
料
や
医
療
品

積
み
被
災
増
へ

　
　
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
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徒
が
育
て
た
米
（
ヒ
ノ
ヒ
北
！
）
と
書
か
れ
た
ス
テ

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
」
な
台
市
や
岩
手
県
釜
石
市
で

ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
は
ら
一
被
災
者
支
援
に
当
た
る
。

　
を
追
加
で
送
る
と
い
う
。
　
山
上
さ
ん
ら
は
食
料
ヂ
し
か
な
く
不
安
に
感
じ
て

　
　
米
袋
に
は
Ｔ
日
も
黙
医
療
品
な
ど
の
救
援
物
資
「
い
る
人
も
・
お
む
つ
も
足

‐
‐
‐
‐
く
復
旧
さ
れ
ま
す
よ
う
や
を
車
に
積
ん
で
出
発
。
仙
り
ず
に
衛
生
面
の
維
持
が

ク
が
高
ま
っ
て
い
た
」
と
‐
‐

難
し
く
、
感
染
症
の
リ
ス

カ
リ
）
約
８
０
０
♂
を
被

災
者
の
た
め
に
東
北
大
医
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ク
ラ
ブ
と
生
徒
会
の
生
徒
一
し
た
米
を
Ｊ
Ａ
岡
山
の
協

青
葉
区
）
と
岩
手
県
釜
石

市
に
送
る
。
1
7
口
は
農
業

じ
て
米
の
支
援
要
請
が
あ
‐
‐
‐
‐

っ
た
と
い
う
。
昨
秋
収
穫

国
際
医
療
救
援
団
体
一
　
一

「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
（
本
部
・
　
　
一

学
部
付
属
病
院
（
仙
台
煙
大
病
院
か
ら
関
係
者
を
混
一
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ッ
カ
ー
を
は
り
付
け
た
。

　
同
校
に
よ
る
と
、
東
北
・
。
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米
袋
に
「
が
ん
ぱ
れ
東
北
―
・
」
と
書
か
れ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
　
力
で
無
洗
米
に
精
米
し
て
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は
る
生
徒
日
‥
南
区
の
興
陽
高
校
で

ｙ
゛
1
0
一
ず
つ
袋
詰
め
し
た
。

北
区
）
は
1
7
日
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
示
足
し
、
被
災
者
の
体
調
一

Ａ
社
会
開
発
機
構
の
山
上
’
の
悪
乞
が
懸
念
さ
れ
る
と
・

貧

生
徒
が
育
て
た
米
、
被
災
地
へ

び
、
約
３
０
０
諺
は
国
際

医
療
救
援
団
体
「
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
」
を
通
じ
て
釜
石
市
に

・
約
５
０
０
一
を
教
員
が
卜
・
正
進
さ
ん
（
4
1
）
と
長
泉
寺
い
う
。
発
生
翌
日
の
1
2
日

　
ラ
ッ
ク
で
病
院
ま
で
運
よ
北
区
）
の
宮
本
龍
門
住
一
か
ら
1
3
日
夜
ま
で
仙
台
市
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れ
た
。
造
園
デ
ザ
イ
ン
利
一
寒
さ
が
厳
し
く
、
食
料
も
Ｉ
話
し
た
。
【
楠
田
佳
代
】

一 一

職
（
2
8
）
を
被
災
地
に
派
遣
・
若
林
区
の
高
齢
者
施
設
で

し
た
。
神
戸
市
で
看
護
師

‘
活
動
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部食料や医療品などの救援物資を

単に運ぶ職員ら
　　一北区伊福町のＡＭＤＡで

Ａ
」
を
通
じ
て
釜
石
市
に
一
ら
２
入
と
合
流
し
、
1
8
日
職
員
の
石
岡
未
和
看
護
黙

送
る
ｏ
後
日
約
５
０
０
ぐ
に
現
地
入
り
す
る
ｏ
　
　
一
（
3
0
）
は
「
食
料
が
数
日
分
一
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